
都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 74 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ H25年度 H30年度

人／日 H25年度 H30年度

団体/年 H25年度 H30年度

ポイント H25年度 H30年度

都道府県名 宮崎県
みやざきけん

延岡市
のべおかし

延岡駅周辺地区
のべおかえきしゅうへんちく

計画期間 交付期間 30

市の玄関口である延岡駅周辺地区の拠点性を強化させ、中心市街地の活性化、街なか居住の推進、都市としての魅力の回復と向上を図る。
　目標１　：　鉄道により分断された東西の交流を図るとともに、公共交通の拠点となる延岡駅の交通結節点機能の向上を図り、人にやさしい歩いて暮らせるまちづくりを行う。
　目標２　：　延岡駅周辺において、賑わいの起点となる施設整備を行い、周辺地域との回遊性を図ることで中心市街地の活性化を図る。
　目標３　：　市民力を生かした、市民と行政が協力しながら主体的に役割を担う、市民協働によるまちづくりを推進する。

　本地区は、宮崎県北地方拠点都市地域の中で、商業機能を中心に多様な都市機能を備えた都市核を形成する「延岡市街地北部拠点地区」に位置し、古くから本市の玄関口として栄えてきたが、人口減少や郊外型店舗の進出、消費者ニーズの変化
に加えて地区内の大型店商業施設の撤退等により、商業地としての魅力が減少してきている。その後、官民が連携して商業地のアーケード建て替えや複合施設の建設が進められてきたが、依然として空き店舗率も高く通行量も減少するなど、商店街の
空洞化が進んでいる。
　このため、平成２０年度に、「賑わいの再生」と「東九州の中心的都市への機能整備」を目標に「新生のべおかプロジェクト」を策定し、JR延岡駅とその周辺地域を中心市街地と位置づけ、中心市街地プロジェクトを立ち上げた。平成２３年度には、延岡駅
周辺整備基本計画を策定するにあたり、駅まち市民ワークショップを開催し、市民のまちづくりに対しての思いを反映するとともに、ＪＲ九州を始めとする交通事業者や有識者で組織する「駅まち会議」を開催し、合意形成を図りながら取りまとめたところで
ある。基本計画では、延岡駅の利便性を向上させるとともに、本市の玄関口としてふさわしい顔として整備することや、市民力を生かした市民活動による賑わい創出を図るため、その起点となる複合施設整備を行うこととしたところである。
　また、平成２１年度から５ヶ年計画の都市再生整備計画において、歩道のバリアフリー化やカラー舗装化が進んだことで高齢者や障がい者にもやさしい歩行空間の創出が図られてきており、今後は延岡駅周辺整備と連携し、一層の道路利便性の向
上、中心市街地の活性化を推進し、賑わいの再生に寄与したいと考えているところである。

　本地区は、都市再生整備計画に基づき、平成２１年から５ヵ年で取り組んできた各種事業の推進により、良好な市街地整備を進めてきたところであるが、事業の完成に至っておらず、引き続き、延岡駅東西の人の流れの円滑化を促進し、新たな人の流
れを創出するため、東西を結ぶ自由通路をはじめとした、歩いて楽しめるまちづくりに必要な都市機能を整備することで、中心市街地の活性化、街なか居住環境の向上促進による人口定着を図ることが必要である。また、超高齢社会を迎えることから、
市民及び来街者が快適に公共・公益施設等にアクセスできるための道路バリアフリーネットワークの整備が必要となっている。さらに、第５次長期総合計画において、「新たな公」と呼ばれる市民・企業･行政が協力しながら、それぞれが主体的に役割を
担う、市民協働のまちづくりを進めるには、推進体制の確立と伴に拠点となる施設の整備が課題となっている。

　本市においては、第5次長期総合計画（後期基本計画：Ｈ２３．６）において今後５年間のめざす都市の姿として「市民力･地域力・都市力が躍進するまちのべおか」が示された。
この取組みの戦略視点として「流入経済活力の強化」・「循環経済力の強化」・「快適性の向上」が掲げられ、この戦略を具現化するため6つの基本目標が定められたところである。
　本地区では、基本目標の「豊な自然と安全で快適な暮らしを守る環境づくり」により、道路のバリアフリー化等の整備に取り組むことや、交通結節点としての機能の充実や利便性向上を図るため、中心市街地のにぎわいの活性化の推進を図ることとし
ている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

83

中心市街地通行量 駅前広場（西口）の歩行者通行量
駅周辺整備による都市魅力の回復と向上、及び中心市街地活性
化の促進を把握するため、駅前広場（西口）の歩行者通行量の増
加を目指す。

1,800 2,000

歩道のバリアフリー化率
地区内の歩道バリアフリー化計画延長に対する期間内整
備延長の割合

未整備の歩道について、バリアフリー化を促進することで、回遊性
の向上を図る。

64

150施設利用団体数 複合施設内の市民活動施設整備後の年間利用団体数
複合施設内の施設整備をすることにより、市民のためのコミュニ
ティー活動の場の形成を図る。また、災害時の緊急避難場所とし
ても活用する。

0

3.1施設整備に関する満足度
延岡駅前地区の周辺住民に対する施設整備後の満足度
アンケート調査（５段階評価で、従前値を１．６とし、目標と
して１．５ポイント上昇させる。）

駅周辺施設整備を行うことで、回遊性の向上、利便性の向上、コ
ミュニティー活動の場の形成等を図り、地域住民の満足度の向上
を目指す。

1.6



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
◎事後評価の実施について

平成３０年度が当該交付金事業の完了年度となるため、まちづくりの目標の達成度を検証するために、実施事業に関する満足度やその他どのような効果が得られたかなどを検証する「事業効果分析調査」の実施及び「延岡市広報公聴会議（都市再生整
備計画評価委員会）を開催し、事後評価を行う。

方針に合致する主要な事業
整備方針１（鉄道により分断された東西の交流を図るとともに、公共交通の拠点となる延岡駅の交通結節点機能の向上を図り、人にやさしい歩いて暮らせ
るまちづくりを行う）

・市街地をつなぐ道路において回遊性の向上を図ることにより、高齢者・若年者・障害者を含む全ての人々が安心した歩行できる安全な歩行空間を創出す
る。また、併せて交差点改良及び歩道設置を含めた道路改良を促進することで、見通しの改善を行い、交通事故の抑制を図る。
・交通結節点の機能向上を図る。
・新たな交通結節拠点、広域的な交流拠点として、自由通路の建設を推進する。

基幹事業【道路事業】
　・日の出通線バリアフリー化
　・日の出南北２号幹線バリアフリー化
　・幸町通線カラ―舗装
　・延岡駅東西自由通路線整備
基幹事業【高質空間形成施設】
　・エレベーター（延岡駅東西自由通路線）

関連事業
　・延岡駅施設整備事業（ＪＲ九州）
  ・延岡駅交番整備事業（宮崎県）
　・宮崎交通延岡営業所整備事業（宮崎交通）

整備方針２（延岡駅周辺において、賑わいの起点となる施設整備を行い、周辺地域との回遊性を図ることで中心市街地の活性化を図る）

・人々の憩いの空間を形成し、賑わいと潤いのある生活環境づくりを図る。
・地域住民のニーズを踏まえ、市民交流センターとしてのあり方を検討し、地域コミュニティの強化を図るとともに、行政情報の発信が可能となる新たな地域
拠点とする。
・駅周辺の施設整備を計画的におこなうことにより、鉄道、バス、タクシー、自家用車等の交通機関相互の連携を強化するとともに、駅へ向かう交通の機能
的な処理をおこなう。

基幹事業【道路】
　・日の出通線
　・延岡駅前北通線
基幹事業【地域生活基盤施設】
　・延岡駅市民交流広場（広場）
　・延岡駅前駐車場（駐車場）
　・延岡駅東駐車場（駐車場）
基幹事業（高次都市施設）
　・（地域交流ｾﾝﾀｰ）延岡駅地域交流ｾﾝﾀｰ
　・（観光交流ｾﾝﾀｰ）延岡駅観光交流ｾﾝﾀｰ
 
提案事業【地域創造支援事業】
　・延岡停車場線（県道）
  ・延岡駅総合待合施設
  ・駅まち情報発信事業

整備方針３（市民力を生かした、市民と行政が協力しながら主体的に役割を担う、市民協働によるまちづくりの推進）

・施設の利用方法や運営方針を管理者利用者の立場で市民協同で検討し、まちづくりの活性化を図る。

提案事業【まちづくり活動推進事業】
　・駅まち会議

関連事業
　・駅まちエリア魅力づくり推進事業



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

延岡市 直 ２００ｍ 30 30 30 30 93.0 37.0 37.0 37.0 －

延岡市 直
２３０ｍ

２９００㎡
27 30 27 30 209.7 209.7 209.7 209.7 －

延岡市 直 １００ｍ 30 30 30 30 17.0 17.0 17.0 17.0 －

延岡市 直 １００ｍ 23 29 26 29 1,442.9 993.9 993.9 993.9 －

延岡市 直 ５０ｍ 27 30 27 30 269.9 269.9 269.9 269.9 －

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

延岡市 直 １１００㎡ 23 29 27 29 368.6 303.6 303.6 303.6 －

延岡市 直 ２３００㎡ 28 29 28 29 107.5 26.9 26.9 26.9 －

延岡市 直 ８２８㎡ 28 28 28 28 80.0 20.0 20.0 20.0 －

高質空間形成施設 延岡市 直 ２基 29 29 29 29 125.0 125.0 125.0 125.0 －

延岡市 直 １８３３㎡ 27 29 27 29 1,289.2 1,289.2 1,289.2 1,289.2 －

延岡市 直 ２７０㎡ 27 29 27 29 190.0 190.0 190.0 190.0 －

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 4,192.8 3,482.2 3,482.2 0.0 3,482.2 - …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

延岡市 直 ４３００㎡ 28 30 28 30 166.6 166.6 166.6 166.6

延岡市 直 ３８９㎡ 27 29 27 29 273.7 273.7 273.7 273.7

延岡市 直 － 29 29 29 29 12.5 12.5 12.5 12.5

延岡市 直 － 30 30 30 30 8.0 8.0 8.0 8.0

延岡市 直 － 23 27 26 27 16.0 16.0 16.0 16.0

合計 476.8 476.8 476.8 0.0 476.8 …B

合計(A+B) 3,959.0
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
延岡市・JR九州 1000㎡ 〇 〇 25 29 300.0

宮崎県 250㎡ 〇 〇 26 27 40.0

延岡市・宮崎交通 200㎡ 〇 〇 〇 28 29 200.0

延岡市 － 〇 27 30 90.0

合計 630.0

宮崎交通延岡営業所整備事業 ＪＲ延岡駅西口

駅まちエリア魅力づくり推進事業 ＪＲ延岡駅周辺

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

延岡駅施設整備事業 ＪＲ延岡駅構内

延岡駅交番整備事業 ＪＲ延岡駅西口

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調
査

事業効果分析調査 －

まちづくり活
動推進事業

駅まち会議 －

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

駅前広場整備 延岡停車場線

延岡駅総合待合施設

駅まち情報発信事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

住宅市街地
総合整備
事業

連携生活拠点誘導施設

地域生活基盤施設

延岡駅市民交流広場

延岡駅前駐車場

延岡駅東駐車場

エレベーター
（延岡駅東西自由通路線）

高次都市施設

延岡駅地域交流ｾﾝﾀｰ

延岡駅観光交流ｾﾝﾀｰ

交付期間内事業期間
細項目

道路 道路

日の出南北２号幹線

日の出通線

幸町通線

延岡駅東西自由通路線

延岡駅前北通線

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 3,959.0 交付限度額 1,583.6 国費率 0.4

公園



市町村決定計画及び市町村施行国道等事業に関する事項 ※該当がない場合は本シートをつける必要はない

市町村決定計画
都市施設及び市街地
開発事業の種類

決定/変更 名称 その他必要な事項 変更の概要
都市再生整備計画の
公告（予定）年月日

都市計画の決定又は
変更の期限

道路 幸町通り線 L=100m、W=12m H14.4.18
道路 変更 日の出通り線 L=270m、W=25m、（A=2900㎡） 車線数の変更 H29.3.1
道路 決定 延岡駅東西自由通路線 L=100m、W=4m H26.4.8

市町村施行国道等事業

路線名

延岡停車場線

【記入要領】

・本シートは、都市再生特別措置法の規定に基づき、都道府県が決定する都市計画や国道・都道府県道に関する事業を都道府県等の同意を得て市町村が決定・実施を行う場合に記載。
　それ以外の場合は、本シートをつける必要はない。

・必要な場合は適宜行を追加すること。

・路線名は、例えば“国道○○号線”、“○.○.○□□□線”などと記入すること。
・「新築又は改築の内容」欄は、“電線類の地中化”、“歩道の拡幅に関する改築”等、新設又は改築の具体的内容を記入すること。

・「都市施設及び市街地開発事業の種類」欄及び「名称」欄は、都市計画に定められている（定める予定の）内容を記載すること。
・「決定/変更」欄は、市町村が新たに都市計画決定しようとする場合は“決定”と、都道府県が既に定めた都市計画を市町村が変更しようとする場合は“変更”と記入すること。
・「その他必要な事項」欄は、道路の場合は種別、延長、幅員、車線の数について、公園の場合は種別、面積について、緑地、広場の場合は面積について、河川の場合は延長、幅員に
ついて、市街地開発事業の場合は施行区域の面積について、都市計画に定められている（定める予定の）内容を記載すること。
・「変更の概要」欄は、「決定/変更」欄に“変更”と記入したものについて、差し支えない範囲において変更の概要を記入すること。
・「都市再生整備計画の公告（予定）日」欄及び「都市計画の決定又は変更の期限」欄には、年月日を記入すること。なお、「都市再生整備計画の公告（予定）日」欄に公告予定日を記入
する場合は（　）書きとすること。
・「道路の種類」欄は、“一般国道”か“都道府県道”のいずれかを記入すること。

道路の種類 新設又は改築の内容

都道府県道 駅前広場整備、道路舗装



都市再生整備計画の区域

延岡駅周辺地区（宮崎県延岡市） 面積 74 ha 区域 幸町一丁目、二丁目、三丁目、日の出一丁目、二丁目、山下町一丁目、二丁目、三丁目、瀬之口町一丁目、二丁目、祇
園町一丁目、二丁目、紺屋町一丁目、二丁目、萩町、博労町、栄町、恵比須町、桜園町、中川原町一丁目

【図面作成上の留意点】 

 

・下図は都市計画総括図を使用すること。未都

計の場合は、適宜下図を作成すること。 

・Ａ４横長であれば、縮尺は自由。ただし、必ず

スケールバー・方位を記入すること。 

・都市再生整備計画の区域を赤太線縁取りとし、

地区名、区域面積を記入すること。 

・地区の相対的な位置関係が明確になるように、

国道、高速道路、IC、鉄道、鉄道駅、ランドマー

クとなるような施設（市役所、文化会館等）につ

いては、必ず図示すること。 

・その他必要な事項は適宜追加してよいが、必

【記入要領】 

・「区域」欄は、計画区域の主な所在地を記入すること。 

   例）○○町○丁目、○丁目、○○町○丁目の全部と○○町○丁目、○○町○丁目の一部 



歩道のバリアフリー化 （　％　） 64 （Ｈ２５年度） → 83 （Ｈ３０年度）

中心市街地通行量 （人/日） 1,800 （Ｈ２５年度） → 2,000 （Ｈ３０年度）

施設利用団体数 （団体/年） 0 （Ｈ２５年度） → 150 （Ｈ３０年度）

延岡
のべおか

駅
えき

周辺
しゅうへん

地区
ち く

（宮崎
みやざきけん

県延岡市
のべお かし

）　整備方針概要図

目標
市の玄関口である延岡駅周辺地区の拠点性を強化させ、中心市街地の活性化、

街なか居住の推進、都市としての魅力の回復と向上を図る。

代表的な

指標

凡  例 
        基幹事業 

        提案事業 

        関連事業 

        計画区域 

Ｎ 

■基幹事業 
 道路 
  幸町通線 

□提案事業 
 まちづくり活動推進事業 
  駅まち会議 
   地域創造支援事業 
  延岡停車場線 
  延岡駅総合待合施設 
  駅まち情報発信事業 

■基幹事業 
 道路 
  日の出通線 

■基幹事業 
 道路 
  日の出南北２号幹線 

都市再生整備計画区域 
（Ａ＝ ７４ ｈａ） 

■基幹事業 
 高次都市施設 
  延岡駅観光交流ｾﾝﾀｰ 
  延岡駅地域交流ｾﾝﾀｰ 

○関連事業 
 延岡駅施設整備事業（JR九州） 
 延岡駅交番整備事業（宮崎県） 
 宮崎交通延岡営業所整備事業（宮崎交通） 
 駅まちエリア魅力づくり推進事業（市） 

■基幹事業 
 道路 
  延岡駅東西自由通路線 
  延岡駅前北通線 
 地域生活基盤施設 
  延岡駅市民交流広場 
  延岡駅前駐車場 
  延岡駅東駐車場 
 高質空間形成施設 
  エレベーター（延岡駅東西自由通路線） 

□提案事業 
 事業活用調査 
  事業効果分析調査 


